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マーのロヒンギャ人コミュニティに衝撃を与えてい 。彼らは反イスラム教の暴力がミャンマーの他の地域へも広がって行くのを目撃した。国内 おけるイスラム教徒への反感の根深さと治安部隊の不十分な対応はさらなる衝突の可能性が高いことを示している。政府の効果的な対応と社会意識の変化が生じない場合、暴力 拡大す恐れがあり、それはミャンマーの国際的地位にも影響を与えることになる。　
ビルマ仏教徒のナショナリズム
が高揚し、不寛容を説き イスラム教徒の商店での不買運動を呼び掛ける僧侶主導の九六九運動の影響が高まるなかで暴力が生まれたと、彼らは信じている。これは危険な組み合わせである。宗教上の体面と道徳的権威のなかに自らを覆い隠している大衆迎合的な政治勢力によって、長年の独裁政治下での怒りやフラストレーションが今やイスラム教徒へ向けられつつある。　
在日ミャンマー人コミュニティ
からみれば、新しい政治状況は希望に満ちているものというよりは
むしろ不信感と不確実性のない交ぜである。ごく少数は明るい未来の到来を夢見ているが、大半は絶望
と
失
望
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
い
る
。
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